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平成24年12月5日 

 

練馬区教育委員会 

教育長 河 口 浩 様 

 

これからの図書館サービスのあり方懇談会 

座長 漆澤 その子 

 

これからの図書館サービスのあり方について（答申） 

 

平成24年6月27日に貴職から、これからの図書館サービスのあり方懇談会の委員と

して委嘱を受けました。 

答申にあたり、今後、（仮称）これからの図書館サービスのあり方「練馬区立図書館

ビジョン」を策定する際の一助とされることを希望いたします。 

 

１ はじめに 

  当懇談会では、区における図書館サービスの現状を把握するため、練馬区基本構想、

練馬区長期計画および練馬区教育振興基本計画等を勘案するとともに、練馬区民意識

意向調査結果、練馬子ども議会議員を対象としたアンケート調査結果なども参考に検

討を進めました。 

各委員は、図書館関係団体、利用関係者、公募区民というそれぞれの立場や経験か

ら、練馬区立図書館が設置されてから 50年という節目の年に、あらためて図書館の

将来像を見据えて、これからの図書館サービスのあり方について検討し、懇談会とし

て本答申をまとめました。 

本答申および（仮称）これからの図書館サービスのあり方「練馬区立図書館ビジョ

ン」の策定によって、区民・利用者の図書館への関心や区との協働への意欲が高まる

ことを期待するとともに、サービス向上に向けた図書館運営に携わる関係者の方のさ

らなる努力をお願いするものです。 

 

２ 検討の経過 

⑴ 基本的な視点 

これまでの図書館サービスを基本としながら、地域に根ざした図書館の役割や区

民の生涯にわたり役に立つ図書館として、どのような方向性を目指すべきかについ

て、情報発信拠点、区民や地域との協働・協力、学校および子育て家庭への支援、

図書館の資料や人材の活用などの観点から検討を進めました。 

⑵ 対象期間 

練馬区立図書館が、今後、おおむね 10年間で取り組むべき方向性や事業展開を
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想定して検討を進めました。なお、おおむね5年を経過した時点で、あらためて検

討する必要があると考えます。 

⑶ 検討の項目 

  次の４つの項目を柱に検討を進めました。 

  ア 情報発信拠点としての新たな事業展開 

  イ 区民や地域との協働・協力に向けた事業展開 

  ウ 学校および子育て家庭への支援に向けた事業展開 

  エ 図書館の資料や人材などを活用した事業展開 

 ⑷ 項目別の主な意見 

   各委員からの主な意見はつぎのとおりです。 

ア 情報発信拠点としての新たな事業展開 

(ｱ) 図書館の機能・サービスの充実 

・図書館が本来持っている機能、レファレンスサービス（調査・相談）や知的

好奇心を満足させる役割、リテラシー（情報の中から必要な情報を抜出し、

活用する能力）教育の充実が求められます。 

・12館の図書館を区の情報発信拠点とすることは地域的にも有効と考えます。 

・情報発信には、電子メディアも必要ですが、紙媒体との共存が不可欠です。 

・さまざまな年代や障害者、外国人などの方々が必要とする、目的に合った多

様な情報提供が求められます。 

・必要な人に必要な情報を必要な方法で提供することが役割です。 

・情報を総合的に把握して、受け手に分かりやすく情報を提供できる、専門性

のある人を配置することが求められます。 

・情報発信拠点として図書館が自己完結するのではなく、必要に応じて他の機

関を紹介するなど、課題解決への道筋を示すことが役割です。 

・図書館相談員のようなインフォメーション機能の確保が必要です。 

(ｲ) 図書館の機能・サービスの周知 

・図書館でどんなことができるか、図書館の機能を区民に知ってもらうことが

必要です。 

・図書館に足を運びたくなる魅力的な事業の実施や図書館の利点をアピールす

ることが必要です。 

・情報メールマガジンなど図書館からの発信が必要です。 

・パソコンを使えない人への情報発信機能の確保が必要です。 

・図書館サービスの内容が十分に周知されていないことから、便利帳の内容を

充実させるとともに、区施設や地域情報誌などを活用して広報することが必

要です。 

・図書館だより、図書館ホームページで情報を発信することが必要です。 

イ 区民や地域との協働・協力に向けた事業展開 
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(ｱ) 区民や地域との協働 

・区内の大学との連携や協力体制を充実させる必要があります。 

・図書館に協力して、事業の実施や提案を行うサポーターズ組織（「友の会」等）

が必要です。 

・図書館が、地域の方々が顔見知りになれるような施設になることが必要です。 

・病院など、区内の施設へのサービス提供も積極的に行うべきです。 

・要望に即したサービスの提供をするためには、図書館からの働きかけも必要

です。 

(ｲ) 場の提供 

・自主的な講演会や組織づくりなどへ、場を提供することが必要です。 

ウ 学校および子育て家庭への支援に向けた事業展開 

(ｱ) 子育て中の家庭への支援 

・ブックスタート後に図書館利用を促進する工夫が必要です。 

・保護者が子供を連れて遊びに来るようなイベントを開催することが必要です。 

・現在、図書館らしい企画が見えないことから、創意工夫、仕掛けが必要です。 

・子供優先の日（多少の音も容認される日）を設けて、子供も保護者も安心し

て本を選べるようにすることも必要です。 

(ｲ) 保育園、幼稚園および児童館など区内児童関連施設への支援 

・南大泉図書館分室の設置をきっかけとして、図書館空白地域に同様の施設を

配置することも必要です。 

・赤ちゃんから乳幼児、小学校低学年をつなぐ場が必要です。 

(ｳ) 小中学校への学校支援事業の拡充 

・区立図書館は、学校図書館への支援とともに読書活動等にかかる教員の研修・

相談などを担う「学校図書館支援センター」のような機能が必要です。 

・区立図書館と学校との連携で、子供たちに利用教育を行うことが必要です。 

・学校図書館の資料管理を電算化し、区内学校のネットワーク化を図り資料の効

果的、効率的な利用環境を構築することが必要です。 

・学校図書館を活性化するために人材の育成が必要であり、区立図書館がその支

援を行うことが必要です。 

・小中学校への学校図書館司書の配置が必要です。 

・司書教諭と学校図書館司書が連携することで、学校図書館を活性化することが

必要です。 

(ｴ) 青少年の読書活動への支援 

・子供たちの足を図書館に向けさせる手だてを考える必要があります。 

・多様な人材の確保が必要であり、育成も必要です。 

・中高生に図書館の新聞づくりやお勧め本の紹介などの事業に参加してもらう

ことも必要です。 
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・学校図書館の「たより」や「案内」を区立図書館で紹介することも必要です。 

・事業やイベントに参画できる機会を設けることも必要です。 

エ 図書館の資料や人材などを活用した事業展開 

(ｱ) 資料や人材の活用（専門性の活用） 

・時代に即したフレキシブルな対応でサービスを提供することが必要です。 

・さまざまなことに対応できる人材を配置した窓口や専門家の充実が必要です。 

(ｲ) 図書館機能の充実 

・資料の予約件数が23区中トップの反面、一般書の所蔵資料数が少ないことか

ら、特に30～40歳代の需要を見極めて選書に生かし、一般書の資料数の充実

を図る必要があります。 

・館内の椅子不足、バリアフリーへの対応など、練馬区立図書館利用者アンケ

ート集計結果をもとに、5年後・10年後の数値を示した改善目標を持つこと

が必要です。 

・図書館の資料や事業、会議室等を利用した大人の居場所を創る必要がありま

す。 

・視聴覚機器が著しく発達する中で、図書館は、視覚障害者への図書館サービ

スをさらに充実するため、常に研究を行い、サービスの質とスピードを向上

させる必要があります。 

(ｳ) 電子書籍への対応 

・電子書籍の導入は、今後の状況を見極めながら、試験的な導入も含め、適切

な時期に対応することが必要です。 

・図書の電子化によって施設面でのスペースが確保できる利点はありますが、

図書館には実物があることが必要です。 

 

３ これからの図書館サービスの方向性 

図書館は、区民や利用者の課題を解決し、知識を習得し、好奇心を満足させると

ともに、心や人生を豊かにさせてくれる存在として、これまでも地域に根ざした事

業運営を行ってきました。 

そして、これからも多様な資料の収集・提供はもとより、適切な読書案内、きめ

細かな図書館サービスを堅持し運営していくことが基本です。 

そのうえで、必要な情報が必要な方々に届くよう、また、さまざまな年齢層がそ

れぞれの課題を解決し、時代の要請に応える資料やサービスを享受できるよう、図

書館の存在を広く周知し区民の役に立つ図書館として、さらに充実していくことが

求められています。 

今回、身近にある図書館のサービスのあり方を検討する中で、図書館を利用する

さまざまな立場の方や地域の方、関係者である懇談会委員が、それぞれ利用目的や

方法、運営形態に対する考え方が多岐にわたることを確認したところです。 
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今後のサービスのあり方については、施設、設備の面から、意見や要望にすぐに

は対応することができない場合があると考えますが、将来の課題として位置づけ、

今回の方向性を最大限に考慮して計画化されることを期待します。 

以下、検討の項目ごとにその方向性について述べます。 

⑴ 情報発信拠点としての新たな事業展開 

ア 情報発信拠点としての視点から、図書館が発信する情報の内容や方法を示すこ

とが必要です。 

イ 身近な地域の問題から、非常に専門性の高い問題まで、どこへ行って、どうい

う形で情報を得たらよいのか、課題解決の方向性を知らせてくれるインフォメー

ション機能（アドバイザー）が必要です。 

ウ 図書館間や他機関とのネットワークをさらに確立させ、区民・利用者が図書館 

へ何を求めているかを判断し、課題解決への道筋を示すことが必要です。 

エ 敷居の低い図書館をめざし、サービスをいかに知らせていくかが必要です。 

オ これまでの図書館サービスを充実する視点から、つぎのことを示すことが必要

です。 

(ｱ) これまで図書館が担ってきたサービスの充実や発展 

(ｲ) 図書館らしい情報、図書館ならではの情報発信 

(ｳ) 図書館の持つインフォメーション機能を活用した新たな事業展開 

⑵ 区民や地域との協働・協力に向けた事業展開 

ア 図書館を核にして、地域住民と図書館、地域住民同士が連携していけるサポー

ターズ組織（友の会等）を設けることが必要です。 

イ 病院など、これまで想定していなかった対象へ図書館サービスを提供すること

も必要です。 

ウ 図書館に行きたくても行けない方々への利用支援を充実させることも必要で

す。 

エ 講演会や活動の場として図書館を提供することも必要です。 

⑶ 学校および子育て家庭への支援に向けた事業展開 

ア 子育て家庭の方々が利用しやすい環境整備や雰囲気づくりに配慮し、興味・関

心を捉えた事業を開催して、利用促進につなげる工夫が必要です。 

イ 子供たちの足を区立図書館に向けさせる工夫を児童施設や学校・学校図書館と

連携して行うことが必要です。 

ウ 学校図書館はもとより、区立図書館の利用方法を低年齢から身につけさせ、利

用の促進を図ることが必要です。 

エ 学校の要請に基づき資料の相談や手配、学校図書館を活性化するための人材の

育成支援などを行うことが必要です。 

オ 学校図書館の蔵書管理は、区立図書館情報システムのノウハウを活かすことが

必要です。 
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カ 学校図書館への支援とともに読書等にかかる教員への支援を行う「学校図書館

支援センター」機能を設けることが必要です。 

⑷ 図書館の資料や人材などを活用した事業展開 

ア 時代の要請やニーズに合わせた運営を行い、誰もが気軽に図書館に行こう、利

用しようという雰囲気を作り出すことが必要です。 

イ 地域住民同士が連携していけるサポーターズ組織（友の会等）を有効に活用す

るためには、目的別に組織をつくり活動できることが望ましいと考えます。図書

館は各種事業とサポーターズ組織をマッチングさせ、これを実施する役割になる

ことが必要です。 

ウ 図書館は、様々なニーズに対応できる人材の発掘や育成をすることが必要です。 

エ 資料の電子化や電子書籍の導入は、重要な課題であることから、電子図書と紙 

の図書の共存も含め、社会情勢の動向を注視していくことが必要です。 

⑸ その他 

ア 国立国会図書館が進めている資料のデジタル化により、サービスの向上を図る

必要があります。 

イ 地理的な利便性、スペースなど、多様なニーズに応えるには中央図書館が必要 

です。 

ウ 懇談会は、区民自身が大局的見地から図書館を考えるよい機会でした。今後も 

図書館サービスについて検討できる場の設置が必要です。 

また、区立図書館 12館において、地域の特性を活かした事業展開等を図るう

えでも、区民の意見を聴く場としての懇談会が必要です。 

 

４ むすび 

（仮称）これからの図書館サービスのあり方「練馬区立図書館ビジョン」の策定に

あたり、委員の互選により座長を受けさせていただき、副座長の小野さんとともに懇

談会の運営をしてまいりました。 

限られたスケジュールのなかで、練馬区 71万区民の知を支え、育む場である図書

館サービスの将来像やこれからの方向性を検討していく重責を痛感しながら、当懇談

会に臨みました。各委員とも、第1回からほぼ全員が出席され、毎回非常に熱心かつ

真剣な議論がなされてまいりました。この答申は、まさにその結実としてまとめられ

たものです。各委員のご協力に深く感謝申し上げます。 

昨今、若者の読書離れが叫ばれ、またその一方で電子書籍をはじめとする新たな媒

体の急速な普及等、図書館サービスを取り巻く環境は著しい変化の途上にあるといえ

ます。こうした状況をふまえつつ当懇談会において、関係団体、利用関係者、公募区

民の皆様からの貴重なご意見とともに、現状における区からの説明や考え方をお聞き

するなかで、地域全体で図書館を発展・充実させる真摯な思いを感じたところです。 

今後、この答申を踏まえ、練馬区の図書館にふさわしい「練馬区立図書館ビジョン」
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が策定され、それに基づき、施策が展開されていく中で、地域住民に役立ち、頼りに

され、愛される図書館の姿を実現していただくことを、当懇談会委員とともに期待し

むすびといたします。 


